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【要 旨】 

 2011年～2016年の期間に本センターで病理検査した犬の胆嚢 394症例では粘液嚢腫

（224 例）が最も多く、胆嚢炎（166 例）と合わせて胆嚢病変の大半を占め、腫瘍（4

例）は非常に稀であった。粘液嚢腫は、粘膜の乳頭状伸張と粘液産生亢進を特徴とし、

末期には過剰な粘液貯留により胆嚢壁は瀰漫性に壊死して破裂を伴う場合があるため

臨床上問題となる。その病理発生については不明であるが、慢性胆嚢炎に粘液嚢腫の

初期病変を伴う症例があり、発生要因に胆嚢炎の関与も示唆される。 
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【はじめに】 

 胆嚢病変の病理診断機会は犬で多く、年々増加傾向にある。胆嚢病変の主体は粘液嚢

腫と胆嚢炎であり、腫瘍の発生は非常に少ない。胆嚢炎の主な原因は胆石症や細菌感染

と考えられる。粘液嚢腫は粘膜が乳頭状に伸張して胆嚢内にゲル状の粘液が大量に貯留

し、進行すると胆嚢壁の変性、壊死、破裂を伴う病態であるが、その発生機序について

は明らかとなっていない［1,2］。そこで、犬の胆嚢に最も多くみられる胆嚢炎と胆嚢粘

液嚢腫を中心として国内における犬の胆嚢病変の病理学的特徴を検討し、粘液嚢腫の発

生機序についても若干の考察を加えた。 

 

【症例と方法】 

 症例は 2011年 4月～2016 年現在までに日本動物高度医療センター（JARMeC）にお

いて胆嚢が外科切除され病理診断に供された犬 394 症例を用いた。これらを胆嚢炎、

胆嚢粘液嚢腫、腫瘍に分類して個体情報を集計した。病理組織学的検査は HE 標本を

回顧的に見直し、組織学的特徴に基づいて胆嚢炎を慢性胆嚢炎、潰瘍性胆嚢炎、出血

性胆嚢炎、壊死性胆嚢炎、壊死性出血性胆嚢炎に分類し、粘液嚢腫を粘膜の形態変化

や変性の程度から初期、中期、後期、末期に分類した。腫瘍については必要に応じて



免疫染色を実施した。 

 

【結果】 

１．胆嚢病変の発生状況 

 外科切除された犬の胆嚢 394例の病理診断別の内

訳は粘液嚢腫 224 例（57％）、胆嚢炎 166 例（42％）、

腫瘍 4 例（1％）であった（図 1）。粘液嚢腫の病期

は、初期病変 26例（12％）、中期病変 25例（11％）、

後期病変 21 例（9％）、末期病変 152 例（68％）で

あった（図 2）。胆嚢炎の内訳は、慢性胆嚢炎 103例

（62％）、潰瘍性胆嚢炎 8 例（5％）、出血性胆嚢炎

12 例（7％）、壊死性胆嚢炎 16例（10％）、壊死性出

血性胆嚢炎 18 例（11％）、その他 9 例（5％）であ

った（図 3）。発症犬種は、ポメラニアン、チワワ、

M.ダックス、M.シュナウザーなどの小型犬種で多く、

その他に T.プードル、ヨーキー、シーズー、柴犬、

マルチーズなどの犬種でも胆嚢炎および粘液嚢腫

ともに発生が認められた（表 1）。腫瘍は 4症例のみであり、神経内分泌癌（カルチノ

イド腫瘍）3 例（75％）、腺癌 1例（25％）であった。 

 

 

２．病理学的特徴 

（１）粘液嚢腫 

 肉眼的に胆嚢内に貯留する粘液は暗緑色～白色半透明を呈し、胆汁の混在が少ない

粘膜付近の粘液は白色調を呈する傾向があった（図 4a,4b）。粘液嚢腫は粘膜が少量の

間質を伴って胆嚢腔内に乳頭状に伸張し、弱好酸性の粘液が一部で濃淡を示す層状構

造を示して粘膜に付着、あるいは胆嚢腔内に充満していた。初期～中期病変では粘膜

の変性は軽度であり、固有層にはリンパ球浸潤も軽度に認められた（図 4d）。病期が

進行するほど粘膜の乳頭状伸張が明瞭となり、変性や壊死が認められるようになり、

粘液の貯留によって胆嚢は拡張し、胆嚢壁の菲薄化が認められた（図 4c）。末期病変



では胆嚢壁は瀰漫性に壊死して組織像の観察が困難な症例が多く、破裂を伴う症例の

多くが末期病変で認められた（図 4e）。また、初期病変では慢性胆嚢炎と粘液嚢腫の

病変が混在する症例が複数認められた。 

 

図 4．胆嚢粘液嚢腫の肉

眼像および組織像。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）胆嚢炎 

 慢性胆嚢炎の粘膜は肥厚し（図 5a）、一部は微小なポリープ様に突出していた（図

5b）。組織像は粘膜上皮の過形成およびリンパ球や形質細胞の浸潤を特徴とし（図 5c）、

リンパ装置の過形成も多くの症例で認められた（図 5d）。その他に潰瘍、出血、壊死

を強く伴う胆嚢炎が 4 割程度認められた。また肥厚した粘膜内には微小な胆石が見ら

れる症例が複数認められた。 

 

図 5．慢性胆嚢炎の肉眼

像および組織像。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）腫瘍 

 4例中 3例は神経内分泌癌（カルチノイド腫瘍）であり、免疫染色では chromogranin 

Aおよび cytokeratin（AE1/AE3）に陽性であった。腺癌の 1例は cytokeratin（AE1/AE3）

のみに陽性であった。 

 

【考察】 

 調査期間中に病理診断された犬の胆嚢病変は粘液嚢腫が胆嚢炎よりも多く、犬の胆

嚢で最も発生頻度の高い疾病であった。ポメラニアン、チワワ、M.ダックス、M.シュ

ナウザー、T.プードル、ヨーキー、シーズー、マルチーズは粘液嚢腫および胆嚢炎と

もに発生が見られ、特に中高齢のポメラニアンやチワワでは両疾患ともに診断数が上

位を占めていた。一方、柴犬では粘液嚢腫は多いものの胆嚢炎の発生は少なかった。

粘液嚢腫の発生機序は未だ解明されていないが、粘液嚢腫の初期病変と慢性胆嚢炎の

病変が混在する症例が存在することや、胆嚢炎や粘液嚢腫の発生犬種が類似している

ことから炎症刺激や炎症を惹起する何らかの因子が関与している可能性が推測される。 

 胆嚢粘膜は、本来は胆汁を濃縮する吸収上皮であるが、粘液産生上皮に化生して粘

液産生と濃縮が同時進行することで胆嚢からの排出が不可能なゲル状の粘液となり胆

嚢内に貯留すると考えられる。粘液の貯留により胆嚢が過度に拡張すると物理的な負

荷や胆嚢壁の虚血などにより胆嚢壁は変性や壊死に陥り、末期には破裂に至ると考え

られる。 

 人では胆石症などの慢性炎症性疾患では胆嚢粘膜に腸上皮化生、粘液腺化生が生じ

ることが知られている［3］。犬では初期の粘液嚢腫で慢性胆嚢炎の病変が混在する症

例が存在することからも、人の慢性胆嚢炎における腸上皮化生や粘液腺化生に相当す

る組織変化が生じていると推測される。しかしながら犬では粘液嚢腫の病巣内に胆石

が含まれる症例は少ないため、胆石症は犬の胆嚢粘液嚢腫の原因とは考えにくい。感

染や胆汁性状の変化に対する防御機構として粘液産生が亢進している可能性も考えら

れるが、この点については今後更なる検索が必要である。 
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